
 

                                                                                                     
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                  

平成２６年１１月２５日（火） Ｎｏ．８ 生涯学習推進アドバイザー 右代・松岡 
別海町乳幼児母親家庭教育学級通信 

 

現在、待機児童問題解消のため、都心部を中 心に保育園の建設が進んでいるようです。 ところが「子どもの声がうるさい」と、近隣住民が保育園を相手に訴訟を起こしたり、新しい保育園の建設に住民が反対するという事態が各地で起きているそうです。 先日ＮＨＫの｢あさイチ｣では、「子どもの姿が見えるだけでもイヤ」という近隣の苦情に対応するために、日中も窓やカーテンを開けることができず、外での活動も制限されている保育園などの現状を取り上げていました。 子育てをしていると、「あ～、もううるさいっ！！」なんていう感情が沸きあがってくるのは、日常茶飯事ですが、「子どもの声が騒音だ！」と言われると「それはないよね！」と反発したくなりますよね。だって、子どもは、まだ空気を上手に読むことができないのですから……。 しかしながら、女性の社会進出によって、朝早くから夜遅くまで子どもを預かる保育園が増えることで、子ども達の声が朝から晩まで鳴り止まないという中で暮らしている方の気持ちも無視できなさそうです。労働のスタイルも様々で、睡眠障害のために心を患っている方も実際いらっしゃるとのことです。 子ども時代騒がしかったのは、その程度に差はあれ、誰もが通ってきた道のはずです。 番組では、運動会などの行事に近隣の方を招待し、顔見知りになる取り組みをしている保育園を紹介していました。「うるさいなぁ」と思う対象が、知っている子か全くの他人かによって随分と印象も違ってくるようです。確かにそうですね。 皆さん、ご近所にどんな方が住んでいるか知っていますか？ 会った時にあいさつしていますか？ ちょっとした交流なんかはありますか？ 地域の行事に参加することはありますか？ きっと、そんな小さなことが騒音が騒音ではなくなるきっかけになるのかなと感じました。 実は、子どもの声だけではなく、送迎時の保護者の行動（危険な駐車や自転車の運転、親同士の外での会話がうるさいなど）も問題になっているようです。もしかすると親の行動への不信感が子どもの声を騒音と思わせているという人間の心理面への影響も見逃すことができないかもしれませんね。 親として、大人として良識ある行動、心がけていきたいものです。 

気づけば、2014 年も残り 1 ヵ月。皆さん、どんな一年だったのでしょうか？ 

子どもたちの日々の成長に一喜一憂しながらの日々。「いつまで続くの？」と思うような育

児のあれこれも、ここまで何とか乗り切ってきた皆さんです。自身を持って、自分をほめてあ

げてくださいね！ 

さて、12 月は、子育て講習『みんな悩んで親になる』や“おやこフェスタ”などもりだく

さんです。声をかけあって、ぜひ参加してくださいね！！ 



                                    、               

 ♪おうまのおやこ♪ など動揺に合わせて、 ひざの上で揺らしてみたり、ちょっとはげしい ♪バスにのって♪をやってみたり、子どもを遊 ばせながらお母さん自身の筋力アップも取り入 れてみました。  他の 3 クラスは、大人のまねをしてくれたらいいなぁという視点で行いましたが、まさしくハイハイ真っ盛りの 0,1 歳の子たちのクラスです。ちょっと視点を変えて「お母さんが子どもたちのまねをしよう！」と、いろいろなハイハイ競走もしてみました。「ハイハイって、意外に大変」、ほふく前進のキツさに「これは、体力つくわ！」「子ども達ってすごいね！」と、子ども達への称賛の声があふれました。ハイハイするいつもと違うお母さんの後ろ姿を不安そうに追いかける子もいましたね。そこから、おにごっこにも展開できます。たまには、お母さんハイハイもいいものですね。 

できることが多く なってきている中央 の 2,3歳児クラス。大人のまねをする子、そして、まねをしている子のまねをする子、と、どんどんマネマネワールドが広がっていきました。ちょっとムリかなと思うような動きでも、がんばってやってみようとするその姿を見ているだけで、涙が出そうなくらい感動する場面もありました。 最後は、ダンボール＆お母さんトンネルをくぐりました。何度も何度もあきずに続ける子ども達。短い時間で、ぐーんとたくましくなったように見えました。お母さん達もヘトヘトになりながら頑張りましたね。 ストレッチポールを並べて置いて おくと、そこにダイブするＴ君。まさにその日やろうとしていたことのきっかけを作ってくれました。ストレッチポールの川を腕を引っ張り、ころころと渡ります。お母さんがやれば、子ども達もやる気モード全開！ みんなでころころ楽しかったですね。座布団をたくさん積んで、その上でバランスをとってみたり、かなり高度な技に挑戦したお友達もいましたよ。 

 6 月はお母さんの体験だったストレッチポール。今回は、こちらから 声をかけずとも自然に子ども達も一緒にポールの上に乗っかり、まねっこをしてくれました。お母さんが寝っころがると、なぜかお母さんの上によじ登る子ども達。（他のクラスにも同じ現象がありましたね。）まね？ それとも心配？ しがみつきながらもバランスをとろうしている姿に「いいね!」を連発してしまいましたが、お母さん達、相当、負荷がかかってましたよね。それでも、「これ、毎回、やりませんか？」という声があがったほど、ストレッチポールの魅力と効果にはまりました。いろんなハイハイも、お母さん方が積極的に参加してくれました。 

 

 

11月の学習会のテーマは、「子どもと一緒にいろいろ                       な遊びをしてみましょう」でした。 遊びと言っても様々ですが、今回は主に体を動かす遊びを実際にやってみました。 まだ思い思いの遊びに夢中になる時期なので、みんなで一緒に同じことをするのは、簡単なことではありませんが、大人が体を動かしているのを見て、一人でもまねっこしてくれる子がいたら万々歳！！というゆる～い気持ちで、動物のまねっこ遊びなどをやってみました。 ちゃんといましたね。それぞれのクラスで、大人がやっているのを見て、まねをする子が！  まずは、それぞれの学級の様子を紹介します。 

はまったら、「もう一回、もう一回」何度でも繰り返す子ども達。「つき合うのが大変……」というのがお母さん達の正直な気持ちですよね。毎回、子どもの気の済むまで遊びにつき合うのは難しいことなので、特に体を使った遊びは、お父さんにやってもらえると助かりますね！！ 
 



                                             
【11 月各学級参加状況】   学級生 子ども 合 計 

中央公民館 2,3 歳 ９ １３ ２２ 
 0,1 歳 １６ １８ ３４ 
 体験学習 ２４ ３２ ５６ 

西公民館 学習会 ６ ６ １２ 
   体験学習 ８ ９ １７ 

東公民館 学習会 ５ ７ １２ 
 体験学習 ４ ５ ９              

このような場では、どうしても大人の勝手なタイミングで行ってしまうので、やらされている感が強く、普段と違う状況に、0,1 歳児では戸惑いや恐怖感を隠せない子もいました。２，３歳児になると、恥ずかしかったり、ちょっと怖かったりで、じっと見ているだけだった子、自分の遊びの途中で時々様子を見に来る子もいましたが、それもこの時期のありのままの姿です。 今回、行った体を動かす遊びの主なものは、資料の中でも紹介しています。各クラスの子どもの様子に合わせて、取り上げた内容は多少異なりますが、どれも特別目新しいものはなかったですよね。 いろいろなハイハイ、でんぐり返し、くるりんぱ、おうまさんなどなど、きっとお母さん達が小さな時によくやっていた遊びがほとんどだったと思います。 体を動かす遊びは、筋力、体力がつきます。ままごとなどのごっこ遊びからは、役割などを覚え社会性を、絵本の読み聞かせ、お絵かきでは、創造力や集中力を身につけ、泥んこ遊びやねんど遊び、工作など指先を使う遊びは、脳への刺激となります。子どもは、遊びから生きていく力を学んでいくと言っても過言ではありませんね。 遊びを通して学ぶことが多いのは確かですが、大事なのは、いかに楽しく遊べるかであると思います。「社会性を学ぶために遊ぶ」「体力をつけるために遊ぶ」というよりも、楽しく遊んだ結果、社会性も体力もついている！というのが、昔ながらの自然な流れなのでしょう。子どもの「やりたい」気持ちを大切にしながら、静と動を織り交ぜ、今しかできない子どもとの遊びをぜひ楽しんでみてください。 余談ですが……。体力は、すべての土台になるものです。体力がないとすぐ疲れてしまうので、集中できる時間も短くなってしまいます。できないまま終わってしまうことが多いため、苦手意識が強くなり、自分に自信をもてなくなります。これは、運動に限ってのことではありません。小学生になると、いきなり 45分もの間、同じ姿勢でイスに座っていなければなりません。じっと座る、じっと立つ、この姿勢を維持するための筋力や体力がないと、しっかり授業を受けることもできないのです。体力は、勉強はもちろん、将来働き、生活を維持していくための大切な土台です。子育てだって、体力勝負ですよね！  土台を築きあげるための“はやねはやおき朝ごはん”も忘れずに！！ 

ストレッチポールの川をころころ 

ひざを伸ばして！ キリンさん歩きだよ！ 

おしり歩きも意外に大変！ 
しっかり つかまえててね！ ふくらはぎ、きくぅ～っ 



                                              
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

3館それぞれ、マルチメディア館での擬似映画体験、消防署見学を行いました。 大きな画面の映像にワクワクしたマルチメディア館。お母さんが子どもに声をかけながら楽しんでいる姿も見られました。 消防署は、車好きの男の子のパラダイス！ でも、間近に見る救急車や消防車が想像以上に大きくて、思わずひるんでしまった子もいましたね。 実際に乗せてもらったり、防火服を着せてもらったり、喜ぶ子ども達の顔を見ているだけで幸せな気分になる時間でした。  ステージの上は、 気分もあがるね！ 

救命救急士さんと一緒に 

将来は消防士？救命士？ 念願かなって、 救助工作車運転中！ 

中央公民館から、街の中を 歩いて消防署まで行ったよ！ 
 産後間もないお母さんの変わりに 
お父さんが参加してくれました。 

 じっくり見てますねぇ。 

大人のヘルメット、かっこいいでしょう！ 
 

すわり心地？

 

悪くないかも。

 


